
団体名 （ ）

記入者氏名 （ ）

■評価事項

①価格

①業務の理解度

②実績

①人員の確保体制

②教育体制

□研修は適切な体制が整備されているか。

□研修内容、実施回数は適切か。

③非常時の体制

①品質の確保・向上するための工夫

②独自提案

合計

■評価方法

(1)　１から３の各評価項目については５段階評価を行い、各項目について１点から５点を配点する。

(2)　４の評価項目については１０段階評価を行い、各項目について１点から１０点を配点する。

(3)　評価は、点数が高いものを優れているものとする。

例） ５段階評価の場合

５：優れている　４：やや優れている　３：普通　２：やや劣る　１：劣る

□仕様書に上乗せで行う提案や仕様書と異なる提案は活用できる
内容か。

□応答率を向上させるための工夫はどうなっているか。

□感染者急増時に応答率を保つための工夫はどうなっているか。

□安定して人員を確保する体制がとられているか。

□感染者急増時でも早急に増員が期待できる体制となっているか。

４．品質の確保
・向上するため
の取組

（計２０点）

(10)

(10)

３．業務の
実施体制

（計１５点）

□業務実施に当たって特に重要となるポイントを適切に捉えている
か。

□業務を遂行するのに十分な実績を有しているか。

(5)
□業務を継続できる体制となっているか。

(5)

(5)

１．価格

（計５点）
(5)

□申請者のアピールポイントは、業務に活用できるか。

(5)

２．業務の
理解度・実績

（計１０点）

□積算は正しく行われているか

□価格の優位性はあるか。

(5)

評価項目 （配点） 評価の視点 評価

企画提案に係る審査基準


